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審 査 の 結 果 の 要 旨
　著者は本論文において、植物プランクトンおよび動物プランクトンの脂質成分の初期続成過程における溶
出および分解過程を明らかにするため、海洋の植物・動物プランクトンを用いた実験的な解析を行った。そ
の結果、本研究により、1）植物および動物プランクトンの有機炭素は分解過程において、主として溶存態
有機物として蓄積するのに対して、脂質の多くは懸濁態有機物として残存すること、2）分解過程における
脂質量の減少速度は、有機炭素全体よりも高く、脂質は平均的に高い分解性を有していること、3）植物プ
ランクトンの極性脂質および動物プランクトンのワックスは比較的分解性が低く、有機物のバイオマーカー
として利用できる可能性があること、4）海水中の溶存脂質の主な起源は、植物プランクトン脂質であると
考えられること、が明らかとなった。
　本研究を通して、海洋生態系における低次生産者である植物プランクトンおよび動物プランクトンの有機
物および脂質の続成過程におけるサイズ組成の変化、およびその変化が海洋有機物および脂質のサイズ組成
に与える影響について、新たな知見を得ることができた。これらの知見は、、海洋における有機物の続成過
程に関する今後の解析において基準となる情報を含んでいるものであり、高く評価できる。更に、続成が進
17
行した有機物を多く含む海洋深層や海底堆積物などに存在する有機炭素の起源について、本研究で得られた
有機炭素とマーカー脂質との比を用いて解析することにより、定量的な解析が大きく進展するものと期待さ
れる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
